
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価 R5.4.27版

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

○基礎学力の定着及
び進路実現を見据えた
学習指導の実施

〇各教科の代表者が研究
授業を行い、授業改善に
ついて研究協議する。

〇教科担当者会議を2回
以上行い、教科間の連携
や分析を行う。

・AL的な視点（主体的な学び、対話的な学び、
深い学び）に立った指導法を研究し、授業改善
に取り組む。
・模擬試験や定期考査の分析を行い、各教科
の課題量や質、学習時間の配分について教科
担当者と担任で綿密な情報交換と連携を行う。

A

・全教科で公開研究授業・合評会が行われ、より良
い授業を実施していくために研鑽が積まれている。
・各学年ともに定期的な教科連絡会を行い計画的
に生徒の学習支援が行われている。
・「スタディサプリ」の研修会を行い、各教科利用す
るとともに、習熟度テストの結果から不得意分野の
復習を支持するなど効率的な活用が進んでいる。

A

・学習指導要領の改訂で、子どもの「主体的」な学びが
強調されているようです。子どもたちに確かな学力をつ
けさせるために今後もカリキュラムや指導法の研究、改
善を続けていかれることを望みます。
・現代の学習にICTの環境は不可欠です。生徒の学習
環境整備のため、ICTの活用の推進を望みます。

○キャリア教育の充実
及び生徒の進路志望
の実現

○多様な入試の形態
に対応した進路指導の
充実

〇個人面談を年３回以上
行い、自らの生き方を考え
させ、興味・関心、能力、
適性に基づいて主体的に
進路を決定できる能力の
育成を図る。

〇進路講演会等を実施し
細心の入試情報を得る。

〇生徒が志望する進路を
実現する。自分の希望す
る進路を実現した生徒の
割合８０％以上になるよう
な進路指導を実践する。

・教職員はキャリア・カウンセリング・マインドと
スキルの共有を図り、個人面談等を行う。
・総合的な探究の時間、キャリア教育講演会等
の行事を通して、生徒のキャリアデザイン力の
育成を図る。
・特に学校推薦型選抜、総合型選抜や国公立
大学の入試動向等についての情報研修会、研
究会や講座に参加した職員の割合が３０％以
上になるようにする。
・オープンキャンパス、校外体験学習や研修、コ
ンペやワークショップ等へ参加した生徒の割合
が５０％以上になるよう奨励する。

A

・全学年で、担任・教科担当の先生を中心に面談を
行えている。また、先生方は生徒支援のあり方の講
習を踏まえ、より一層、密に生徒とのコミュニケー
ションを取り、生徒の進路相談や支援などを行えて
いる。
・全教職員、総合的な探究の時間などに関連した講
演会に参加をして研修を積むことで、そこで得た知
見を生かし進路支援につなげることができた。特に
３年生は次の進路先を決定する学年でもあるので、
授業に出ていない先生も含めて、学校で進路支援
を行う体制ができた。
・３年生に関しては約半数程度の生徒たちが、総合
型・学校推薦型入試から臨み、４割程度の生徒が
進路を実現した。共通テストも普段より取れた生徒
も多く、前・中・後期入試まで受験している。より高
い目標を掲げてもうひと頑張りする生徒もいると思
うが、ほとんどの生徒が満足する進路を達成できた
と感じる。

A

・生徒の進路実現のために様々な指導を施されている
ことがよくわかります。働き方改革もありますので、従来
のやり方にとらわれずに取り組まれることを願います。
・最新の社会情勢、将来の社会動向を察知して、子ども
たちが将来どのような社会で生き、どのような適性を発
揮することが重要なのかを指し示していただくような進
路指導がありがたいです。ことあるごとに講演会やセミ
ナーなどを紹介していただきたいと思います。
・大学受験も総合型選抜や推薦入試などで多様化が進
んでいると聞きます。小論文、面接指導等も以前より必
要度が増していると思いますので、指導の充実をお願
いいたします。

●生徒が、自他の生命
を尊重する心、他者へ
の思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動
の実践

○共生社会を担う人材
育成に関する教育活
動の実践

○生徒、職員が人権感覚
を身に着けるための研修
機会を年２回以上設ける。

○共生社会とは何かにつ
いて、全ての生徒が考え、
行動することができるよう
にする。

○共生社会について、深く
学ぶ生徒集団を作り、リー
ダーを育てる。

・人権学習・進路保障ＨＲ活動を全クラスで実施
する。
・人権・同和教育講演会を実施する。
・共生社会について、生徒向けの授業を全クラ
スで実施する。
・九州大学と連携し、九州大学の講義に参加
し、共生社会についての知識を深め、リーダー
的役割を果たす生徒を育てる。
・九州大学ピアアポーターと生徒間で交流し、
共生社会についての学びを深め、活動を通し
て、その理念を全校生徒へ普及させる。

A

・九州大学ピアアポーターと生徒間で交流し、共生
社会についての学びを深め、小城市へ設備改善案
を提出したり、パワーポイントで全校生徒に発表し
たり、佐賀東高校演劇部と交流して共生社会の演
劇を作ったりして啓発活動を行う生徒リーダーの集
団を育成することができた。
・生徒リーダーが中心となって、体育祭やクラスマッ
チなどの学校行事の中に、共生社会の学びを生か
すことができた。

A

・学校として「共生社会を担う人材育成」に取り組まれて
いることは非常に意義のあることだと思います。そして、
組織や体制作りだけでなく、生徒自らが参加する活動を
展開されていることで真の心の教育が行き届くのだろう
と思います。今後の成り行きにも期待しています。

●いじめの早期発見、
早期対応にｊ向けた取
組の充実

○いじめアンケートを実施
し、組織的な対応を行う。

○情報モラル教育に関す
る講演会を実施し、いじめ
防止に努める。

・教育相談部、生徒支援部、学年で情報を共有
し、いじめアンケート等について、追跡調査、指
導を行う。
・講演会だけではなく、全校集会、学年集会に
おいて、いじめや差別、偏見につながるような
行為は許されないことを周知し、道徳心や倫理
観の育成に努める。 A

・校務分掌の改組２年目で、教育相談部を中心に
学年や生徒支援部で連携し対応ができている。毎
月各学年ごとの情報共有会議が実施されることで、
今まで以上に生徒の実態把握を組織的にすること
ができた。それにより、学年団や教育相談部などを
中心に、情報共有を密にして、迅速な対応に努める
ことができた。情報モラルに関する講演会をリモート
で実施し、啓発活動を行うことができた。
・外部機関（スクールカウンセラー、スクールソシャ
ルワーカー、スクールロイヤー等）を十分活用して、
生徒の支援に当たることができた。

A

・いじめはどの学校でも起こりうるものです。早期発見、
早期対応のための体制作りが重要と考えます。学校評
価アンケートでは学校の対応に一定の評価が出ている
と思いますので、今後も維持、発展に努めていただきた
いと思います。
・外部機関（スクールカウンセラー、スクールソシャル
ワーカー、スクールロイヤー等）を活用して先生一人に
偏らない体制作りをお願いします。

◎★自らの夢や目標
の実現に向けて努力
する気持ちを高める教
育活動の推進

◎郷土小城や佐賀につい
て学ぶ活動や講演会を実
施し、アンケート等で郷土
に愛着を持っている生徒８
０％以上にする。

★自分の学校を中学生に
勧めることができる生徒の
割合７０％、教職員の割合
９０％以上にする。

・SDGs講演会や「さがを誇りに思う講演会」を実
施し、地元小城や佐賀の魅力について知見を
深め、持続可能なよりよい社会を形成しようと
する意識や意欲を醸成する。
・オンリーワン活動において社会貢献活動やボ
ランティア活動に参加した生徒が３５％以上に
なるように地域の行事や校外のイベントの情報
を生徒に周知し、積極的な参加を促す。

A

・郷土小城や佐賀について学ぶ講演会、また今年
度初めて小城市出前講座を実施,を実施した。キャ
リア教育教育等を含めたアンケートについて、取り
組みの評価や満足度が生徒・保護者とも８０％以上
であった。
・全校生徒の3分の１以上が社会貢献活動やボラン
ティア活動に希望し活動を行った。生徒のボラン
ティアに対する意識が年々向上してきている。今後
も積極的な参加を促していきたい．

A

・小城高校においては「オンリーワン活動」が誇りある学
校作り、唯一無二の学校づくりの中核を成していること
がよくわかります。また、ボランティア活動が盛んで、生
徒も積極的に行動してくれているようです。授業や部活
動だけでなく、あらゆる生徒が活躍できる場面の提供を
これからもお願いします。
・地域との連携がこれからも望まれていると思うので、今
後の活動も地域連携を重視した内容になるようにお願
いします。

●健康・体つく
り

●望ましい食習慣と食
の自己管理能力の育
成

〇健康寿命を延ばす
食生活を意識し免疫力
を高める食事の摂取
の推進

●「健康に良い食事をして
いる」と考える生徒の割合
９５％以上にする(高２対
象)

〇毎朝、朝食を自宅でとっ
て登校する生徒の割合
95％以上にする(高1・2対
象)

・生活状況調査、食に関する意識調査を実施す
る。
・保健だよりの発行を通して、食や健康管理に
関する意識を高める。
・関係教科との連携を密にするとともに情報共
有を行い支援にいかす。
・保護者への個別の連絡を徹底する。

B

・「健康でいるためには食事は大切･やや大切」と答
えた生徒(高２対象)は87.5％という結果であり、昨年
よりも下がった。また、「毎朝、朝食を自宅でとって
登校する生徒」は昨年度よりも2％程低くなった。健
康を維持するためには食事が大切だという意識を
高めるための方策を考えなければならない。また、
朝食をきちんと自宅でとるという行動に変える方策
を考えたい。保護者の協力も必要であるため、保健
だより等を通じて伝えるようにする。
・コロナが5類になったが、インフルエンザ等も含め
て引き続き感染症対策に取り組まなければならな
い。

B

・食育が単なる食生活改善の指導にとどまらず、健康増
進、文化創成等と連動した形で啓発できるようになるこ
とを望みます。また良好な家庭環境作りにも食が貢献し
ていることに生徒のみならず家庭でも理解していただけ
るよう啓発活動を続けていただくことを希望します。

●業務改善・教
職員の働き方
改革の推進

●業務効率化の推進
と時間外在校等時間
の削減

●教育委員会規則に掲げ
る時間外在校等時間の上
限を遵守する。

○各種休暇を取得しやす
い雰囲気を作り、平均年休
取得日数１２日以上を奨励
する。

・定時退勤日、学校閉庁日、部活動休養日を設
定する。
・衛生委員会などで情報を共有し、気になる職
員には個別に対応する。
・早めの個人の業務計画立案を習慣化し、年休
が取得しやすい環境作りを行う。
・チームや組織による用務遂行を定着させ、用
務の効率化と勤務の平準化を目指す。

A

・学校閉庁日については計画通り実施できた。部活
動休養日については概ね履行できている。定時退
勤日については効果が現れていない。
・時間外勤務の状況については暫時減少の傾向で
ある。年休取得は、時間取得での効率的な取得が
進んでいる。
・産業医面談ついては、７月以降、該当者はいなく
なった。
・分掌のグループ化については機能している。さら
に教育効果の高いものにしていき、業務平準化を
目指して今後もマイナーチェンジを施していく。

A

・学校のアイデンティティーを明確にしつつ、高い教育効
果をもたらし、先生の業務効率化を目指した学校改革が
進んでいることを感じます。
・学校評価アンケートでは保護者、生徒ともに学校の教
育活動に高い評価を示していることがわかります。今後
も生徒、保護者、地域の期待に応える学校作りに邁進し
てほしいと思います。
・活発で発展向上を目指す学校作りのためには、先生
方の勤務状況が大きく影響してくると思います。先生方
が健康で働きやすい職場を今後も維持していっていた
だきたいと思います。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教
育の充実

○インクルーシブ教育
の充実

○チーム支援体制の
強化

○早期発見、早期対応
の徹底

○個に応じた教育の充
実

○合理的配慮について必
要な生徒及び保護者の理
解を１００％にする。

○２次障害を発症する生
徒をなくす。

○支援が必要な生徒は、
１００％チームで対応す
る。

・生徒支援グループ会議を、各学年毎に毎月開
催し、学年及び生徒支援グループ間の情報共
有を密にする。
・合理的配慮については、入学式やＰＴＡ総会、
その他保護者面談等を利用して情報提供を行
うと共に、適切な配慮の実施及び定期的な評価
改善を行う。
・生徒及び保護者との面談、ＳＣの活用のタイミ
ングを逃さず、早期発見、早期対応に繋げる。

A

・生徒支援グループ会議を、各学年毎に毎月開催
し、学年及び生徒支援グループ間の情報共有を密
にすることができた。
・合理的配慮については、入学式やＰＴＡ総会、そ
の他保護者面談等を利用して情報提供を行うと共
に、適切な配慮の実施及び定期的な評価改善を
行った。
・校務分掌のグループ化により、生徒及び保護者と
の面談、ＳＣの活用のタイミングが早くなり、早期発
見、早期対応できることが増えた。今後、より一層
向上させてチーム支援を行いながら、2次障害をな
くしていきたい。

A

・いじめの早期発見や教育相談（カウンセラー）の制度
が充実し、生徒、保護者が概ね安心して学校生活を
送っていることが学校評価アンケートから覗えます。今
後もこの分野の活動が充実していくことを望みます。
・最近では、特性を持った子どもや困り感の強い子ども
も多くいると聞きます。そういった生徒たちも安心して学
校生活を送ることができるよう、今後も制度充実に邁進
していただきたいと思います。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

・「進化！小城高校2022始動」を掲げ、来年度からの校務分掌の見直しなどの改革に取り組んだ。秋には地域の方々に広く参加者を募集し、音楽会を初めて開催し参加者等から高評価を得ることが
　できたが、教育活動を校内だけで完結しない今後の高校のあり方を体現できた取組であった。
・生徒の安全安心な学校生活の確保のために、教育相談を充実させ、SCやSSW、外部機関等と連携を取りながら、適切な取組を実践することができた。次年度は、校務分掌の再編することで、更に
　全職員が一丸となって連携を強化し多様化する生徒の指導・支援にきめ細やかな対応を推進していく。

３　本年度の重点目標

５　総合評価・

　　次年度への展望

●学力の向上

重点取組
具体的取組

学校名 佐賀県立小城高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

●心の教育

最終評価 学校関係者評価

・本校の校訓である「創意（Originality）」・「挑戦（Great Challenge）」・「誠実(Integrity)」の実践を推奨し、豊かな人間性を育む。
・「文武一途」を奨励し、総合力としての「生き抜く力」を育成する。社会の変化とともに、次代を担う生徒に求められる資質や能力も変わる中で、新しい教育の指針に盛り込ま
　れた改革の流れを敏感に捉え、進んで「教育イノベーション」に取り組んでいく。

・「確かな学力の育成」（知育）：資質・能力の３つの柱「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間力」の育成、基礎的・基本的な知識・技能（基礎
　学力）の定着、個の進路に応じた受験学力の育成
・「豊かな人間性の育成」（徳育）：情報モラル教育及び「いじめ」の防止対策の推進、自己肯定感や自己有用感を高める体験活動の推奨、共生社会を担う人材育成、ボランティア
　活動の推進
・「健康・体力の育成」（体育）：健康の自己管理能力の育成、部活動の活性化

・新型コロナウイルスに翻弄された時期を経験し、新しい学校のあり方が求められている。そのような中、ＩＣＴ利活用教育は一定の充実が図ることができた。また、学校行事の
　精選もこれを機に図ることができた。
・教育相談や特別支援教育においては充実した体制がとれており、スクールカンセラーや外部機関との連携を図りながら適切な対応がとれている。
・多種多様に渡る業務の遂行や諸問題への対処のため、校務分掌をグループ化しチームで対応する体制に移行した。併せて、働き方改革が新しい教育環境の創成や教育イノベーショ
　ン　につながるよう改善と工夫に務める。

重点取組

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

具体的取組
最終評価 学校関係者評価

４　重点取組内容・成果指標


